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概要 

Abstract 

  

ゲノム構造変異は疾患へ大きな影響をもたらす。特に染色体転座はがん

において一般的な構造変異のひとつである。染色体転座と転座がもたらす

細胞状態への影響を 1細胞レベルで捉えるため、1細胞完全長トータル RNA

シーケンス法 Shin-RamDA-seqを開発した。この方法は、もっとも高感度な

1 細胞 RNA-seq 法であるのみならず、どれだけ長い RNA でも検出できるた

め、イントロンを含む pre-mRNAの全長をシーケンスできる。我々は、この

特徴を利用し、イントロン上で起きる転座を 1細胞・1塩基解像度で捉えら

れることを示した。この手法の技術的検証のため、人為的にゲノム DNA の

二本鎖切断や転座を誘導した細胞をシーケンスしたところ、染色体転座と

マイクロホモロジーの同定、エンハンサーハイジャッキングなどを 1細胞・

1塩基解像度で検出できることを明らかにした。 

本講演では Shin-RamDA-seqの詳細な原理や技術検証結果、市販のシーケ

ンスキットの開発状況を共有し、ヒト疾患検体への応用可能性について聴

衆の先生方と議論したい。 
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備 考 

Notes 

三大学（長崎大学。金沢大学，千葉大学）の先進予防医学共同専攻の FD講

演会として開催しますが，大学院生の聴講も歓迎いたします。聴講希望の方

は，あらかじめ吉浦宛，連絡をお願いします。 

（email: kyoshi@nagasaki-u.ac.jp） 
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